
外国人観光客の動向と国際観光ルートの形成

Ⅰ．外国人観光客の動向
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長崎県立大学・講師

奥山忠裕
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１．本研究の背景と目的

２．東アジアにおけるアウトバウンドの動向

３．訪日外客の動向と九州への訪日外客の特徴
・JNTOデータ（2006～2007年）

４．初回訪問者の特徴

５．リピーターの特徴

本日の流れ
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外国人観光旅客の来訪を促進することは、我が国や

その文化等に対する理解を深め、国際相互理解の増進

に役立つだけでなく、人口減少・高齢化が急速に進行し

つつある我が国の地域の活性化のためにも不可欠とな

り、産業分野としてもその重みを増している。その中で、

成長著しい、近隣東アジア地域の人々から見て、訪日

旅行を魅力あるものとすることは重要な課題である。

本研究の背景
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訪日外客誘致促進の課題として様々な課題があるが、本

研究では次の点に焦点をあてている。

①我が国にとって重要市場である東アジア諸国からの我
が国への今後の訪問者数のマクロ的な把握

②訪日外客の訪日動機・印象と再訪日の関係などからみ
えてくる外客誘致促進に関わる心理的要因の把握

③訪日外客に対してより利便性の高い交通サービスを提
供するための改善点の明確化

④訪日外客を地方に誘引する手段としての国際観光ルー
ト形成の方向性

本研究の目的
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外国人観光客の来訪の促進のための官民による取り
組みの検討に役立つ端緒とするため、運輸政策研究所
において、

「東アジアからの訪日促進の魅力増進方策」
（近日発刊予定）

を共同研究として実施

全体のコーディネイト（藤崎耕一前主任研究員）
Ⅰ．外国人観光旅客の海外旅行動向（室井寿明研究員）
Ⅱ．訪日外客の観光行動（奥山忠裕前研究員）
・訪日外客の特徴
・九州地方への観光客の特徴
・持続的な観光へ向けて：初回訪問者，リピーター

Ⅲ．交通ニーズ（早川伸二前研究員）
Ⅳ．国際観光ルートの形成（毛塚宏招聘研究）員）
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東アジアにおけるアウトバウンドの動向
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韓国発アウトバウンドの訪問地割合

ー国際間の競争：中国という選択肢ー
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中国発の人口あたりアウトバウンドとGDP/Capita

ー経済成長・ビザ発給条件の緩和⇔国際観光が急増ー
－主な行先は欧州－
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我が国への訪日外客数
平成22年観光白書

約9百万人

リーマン
ショック

SARS

観光施策の効果
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一人当たりGDP(ドル)

東アジアの国々の経済状況

高い水準を維持

2005年比で一人当たりGDPの増加
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■ 近年の訪日外客の増加

－ビジット・ジャパン・キャンペーン（VJC）等、観光施策の
一定の役割

■ 訪日外客の促進の課題
―中国からの訪日外客促進

―中国等、他国との国際競争への対処

・外客の特徴・ニーズを如何に把握するか
・地方ごとの特徴の分析は少ない

－大局として見れば東アジア主要国・地域全体の経済
成長に依存している可能性も
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全データ：N=13,512

九州以外へも訪問した外客：N=1,528
（以降、他地域含む）

九州のみ訪問した外客：N=956
（以降、九州のみ）

■ 集計対象

■ データの概要
JNTO （2006～2007年）訪日外客調査

→経済・環境事情が比較的安定していた時期のデータ

＊分析は，JNTOの御協力を得て行われた

・全国7か所の
空港

・データ数の関
係上，観光客
以外も含む
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１）訪日外客の居住国

２）国内の訪問地域

３）これまでの平均的な訪日回数

４）平均的な支出量

５）訪日動機

６）訪日前後の日本の印象

７）再来日の意向

■集計項目概要
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１）訪日外客の居住国：全地域

回
答
率
（％
）

６０％
超

７５％
超

９０％
超

アジアからの訪日外客が多い
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１）訪日外客の居住国：アジア地域

回
答
率
（％
） 韓国、台湾が多い

相対的に中国は少ない
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２）国内の訪問地域

回
答
率
（％
） 東京＋その他

関東が多い

関東＋関西双方
からの入れ込み客

周遊行動を行う観光客を呼び込むために
は，双方でのアピールが必要である
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３）これまでの平均的な訪日回数

平
均
訪
日
回
数
（回
）

九州地方への訪日外客の訪問回数は
若干低い⇔仕事関連の少なさか？
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３）これまでの訪日回数：訪問回数別の割合

回
答
率
（％
）

初回訪問者 リピーター

他
地
域
含
む
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４）平均的な支出量

平
均
支
出
（万
円
）

約16万円

約12万円

約7万円

九州のみの外客
の支出は相対的
に少ない
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４）支出：訪日回数と支出

平
均
支
出
（万
円
）

リピーターの支
出が顕著
＝形成が重要
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４）九州のみ訪問の支出（参考）：韓国、台湾、中国

平
均
支
出
（万
円
）

N=537 N=221 N=53

・中国からの外客の支出は約２倍
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５）訪日動機：データ概要

日本訪問への憧れ
ショッピング
日本人とその生活
伝統文化/歴史的施設
自然・景勝地
温泉/リラックス
都市の魅力/現代性
フェスティバルやイベント
ゴルフ
スキー
他のスポーツ
日本語/日本文化習得
産業観光

日本の食事
避寒／避暑

映画・ドラマ・小
説等
ミュージアム
テーマパーク
その他
技術の習得
工場検査
ブランチ
仕事関連
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５）訪日動機：全体平均（１）

回
答
率
（％
）
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５）訪日動機：全体平均（２）

・赤枠部分の詳細を報告
回
答
率
（％
）
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訪日動機で高いものは、

ショッピング
日本人とその生活
伝統文化/歴史的施設
自然・景勝地
温泉/リラックス（最も高い）
都市の魅力/現代性
日本の食事
仕事関連
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５）訪日動機：データ別

回
答
率
（％
）

温泉・リラックスの需要

次いで、
ショッピング
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６）日本への印象：データ概要

都市景観
にぎわい／活気がある
自然／田舎
価格
生活水準
産業／工業製品
日本の人々
文化／歴史

映画
アニメ
音楽等
食事
サービス
ショッピング
交通機関
言葉
治安

選択肢

訪日前の「よい印象」と「わるい印象」を質問

訪日後の「よい印象」と「わるい印象」を質問
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６）日本へのよい印象（訪日前）

印象の項目

回
答
率
（％
）

全データ、他の地域含むよりも高い
同 低い
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６）日本へのわるい印象（訪日前）

印象の項目

・全体的に低い回答率

・九州のみの価格への悪い印象が若干
高い

回
答
率
（％
）
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６）日本へのよい印象（訪日後）

各
印
象
の
回
答
率
（％
）

印象の項目

訪日前の印象
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６）日本へのわるい印象（訪日後）

日
本
へ
の
印
象
の
回
答
率
（％
）

印象の項目

訪日前の印象
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・九州のみへの訪問者の印象
～都市景観、生活水準、音楽へのよい印象
～価格へのわるい印象

・相対的に、文化／歴史、アニメへのよい印象が低い

・訪日前後を比較すると交通機関への印象の低下
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参考：中国で発売されている
海外旅行パッケージツアー平均価格の推移

ー我が国のツアー価格は低下が顕著だが高値で推移ー
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・我が国は価格が高くてもある程度の割合で海外
旅行先として選択されるポテンシャルがある

・価格ではアジア各国・地域と競争することは困難

・価格以外の価値で訪日外客の促進を検討してい
くことも重要
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７）訪日外客の再来日の意向：データの概要

再来日の意向の項目

・きっと来る（5点）
・来る（４点）
・どちらとも（３点）
・来ない（２点）
・きっと来ない（１点）

各データについて平均値を計算
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７）訪日外客の再来日の意向

平
均
点

４
・５
点
の
割
合
（％
） ・きっと来るの

割合の減少

九州のみの再来
日の意向が低い
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７）訪日外客の再来日の意向：初回訪問者とリピーター

平
均
点

・リピーターの再来日の意向は
全国並み
・初回訪問者が低い

～新規のリピーターの形成が重
要な課題
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７）訪日外客の再来日の意向：九州のみ（韓国、台湾、中国）

N=540 N=221 N=55

・国別にみると中国が高い
平
均
点

(C)Dr. Tadahiro OKUYAMA, Institute for Transport Policy Studies, 2011



九州地方の訪日外客の動向のまとめ

１）訪日外客の居住国：アジアが多い

２）国内の訪問地域： 関東関西から流入

３）これまでの平均訪日回数：低い（ビジネスが少ない）

４）平均支出：相対的に低い→リピーターの重要性

５）訪日動機：高い温泉／リラックス、相対的に低い伝統文化

６）日本の印象：都市景観等へのよい印象、対して価
格へのわるい印象、交通機関へのよい印象の低下

７）再来日の意向：相対的に低い
→新規リピーターの形成の重要性

(C)Dr. Tadahiro OKUYAMA, Institute for Transport Policy Studies, 2011



以降の分析の考え方

４．初回訪問者の特徴

日本の印象
（訪日前）

訪日動機

訪日の
決定

日本の印象
（訪日後）

再来日
の意向

５．リピーターの特徴

日本の印象
（訪日後）

・リピーター

訪日の
決定
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１）初回訪問者の日本への訪日前の印象

全データより高い

・都市景観、日本
の人々、音楽等
＝よい印象が多い

・わるい印象
：価格

全データより低い

・文化／歴史、ア
ニメ

回
答
率
（％
）

訪日前の印象の項目

（わ
る
い
印
象
）

（よい印象）

初回訪問者の印象
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2）初回訪問者の訪日動機

・全データよりも
高い項目が多い

＝多様な訪問動
機

・低い項目

伝統文化、仕事
関連

回
答
率
（％
）

訪日動機の項目
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初回訪問者の特徴のまとめ

■九州への初回訪問者の日本への印象
～よい印象：都市景観、日本の人々等
～わるい印象：価格
～全データより低い項目：文化／歴史、アニメ

■ 同 訪日動機
～多くの項目で全データより高い回答率
～低い項目：伝統文化、仕事関連

伝統文化／歴史施設の認知度の向上
価格へのイメージの改善
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参考：価格へのイメージは変わるのか？

回
答
率
（％
）

価格へのわるい印象の訪問前後の変化

来れば印象は変わるが、如何に来る
前に変えるか？
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1）初回訪問者のリピート要因の分析～九州のみの場合

回
答
率
（％
）

訪日後の印象の項目

（わ
る
い
印
象
）

（よい印象）

『来る／きっと来る』の回答率の違い＝リピートの要因

自然／田舎：『きっと来る』の回答率が高い
＝リピートに影響

(C)Dr. Tadahiro OKUYAMA, Institute for Transport Policy Studies, 2011



■ 「きっと来る」と回答したもののみに絞った場合

回
答
率
（％
）

訪日後の印象の項目

（わ
る
い
印
象
）

（よい印象）

全データとの差の大きい項目＝主たる改善点

自然／田舎：全データの回答率が高い
＝改善していくことが望ましいのでは？

(C)Dr. Tadahiro OKUYAMA, Institute for Transport Policy Studies, 2011



2）リピーターがリピートする要因～全データとの比較

「きっと来る」と回答したもののみに絞った場合

回
答
率
（％
）

訪日後の印象の項目

（わ
る
い
印
象
）

（よい印象）

価
格
の
リ
ピ
ー
ト
へ
の
影
響
は
小
さ
い

(C)Dr. Tadahiro OKUYAMA, Institute for Transport Policy Studies, 2011



■初回訪問者数の増加に向けて
～伝統文化／歴史施設に関する認知度の向上

初回訪問者およびリピーターの特徴のまとめ

初回訪問者数／リピーターの促進

伝統、文化、歴史に関連した九州の特徴をアピール（宣
伝）し、認知度を向上する必要性

■九州地方へのリピーターの特徴
・初回訪問者がリピートする要因
～文化／歴史、自然／田舎が重要
～全データとの比較：加えて、日本の人々の向上が重要

・リピーターがリピートする要因
～文化／歴史、自然／田舎、音楽等

(C)Dr. Tadahiro OKUYAMA, Institute for Transport Policy Studies, 2011



ご清聴ありがとうございました

(C)Dr. Tadahiro OKUYAMA, Institute for Transport Policy Studies, 2011


